
 

 
 

 

第 2544 回 2021 年 8 月 10 日（火） 

『プログラム卓話』  

新会員卓話 佐藤 裕昭君 ・ 古川 修司君 

 

第 2546 回 2021 年 8 月 31 日（火） 

『プログラム卓話』  

新会員卓話 毛利 高久君 

Weekry Report. No.2281 

 
第2543回 2021年 8月3日（火） 

『友愛例会』  

＊お祝い行事 

＊増強活動 

◎例会後、第２回理事役員会 

 
会長 堀 雅利 

皆さんこんにちは！ 

毎日東京 2020 オリンピックの報道

がなされ、各国選手の活躍を応援さ

れている事かと思います。日本も昨

日現在で 33 個のメダルを獲得し、過

去最多となったリオデジャネイロ開

催の４１個を上回るペースで活躍し

てくれています。 

新型コロナウイルス禍によって現地観戦にて大きな応

援をする事が出来ない状態となっており寂しい限りです

が、選手達は応援がない中でも必死に頑張って競技して

います。こんな状況を見ていますと、これだけテクノロ

ジーの発達した今、しかも、あれだけリモートを推奨し

ていた政府ですから、IOC と協力し会場内にある大型ス

クリーンに各家庭からの応援を映し、世界中のパソコン

や携帯などの何万何十万という各デバイスからのオンラ

イン声援をミクシングしてスピーカーから流すなどして

応援を場内に放送しハイブリッド開催としてあげれば、

選手の士気ももっとあがって素晴らしい大会を行えたの

ではないかと考えてしまいます。 

さて、前回もお話ししましたが、オリンピックはスポ

ーツを通した人間育成と世界平和を究極の目標としてい

ます。誰もが望むにも関わらず、非常に実現が難しいこ

の「世界平和」。先日も台湾海峡をアメリカの駆逐艦が

通過し、自由で開かれたインド太平洋にすると宣言し、

中国との間に緊張が走りました。平和を望むオリンピッ

ク、それに同意し参加している国々が東京 2020オリンピ

ック開催の裏で、国同士が牽制しあっているような状況

です。非常に矛盾した悲しいニュースとして報道を見て

いました。 

そんな中、先月の国際ロータリーの記事に「アフリカ

の変革の担い手たち」という内容がありましたのでご報

告致します。 

アフリカ・ウガンダに新設されたロータリー平和セン

ターに最初の平和フェローが到着し、アフリカにおける

新たなロータリーの歴史が始まったという内容でした。

ロータリー平和フェローシップとは平和と開発の分野に

おける仕事の経験を有する人を対象に毎年、世界各地の

名門大学にて修士号（５０名まで）と専門能力開発修了

証（８０名まで）を取得する為のフェローシップ（奨学

金）がロータリー財団から授与されているそうです。記

事を読んでいきますと、今回ウガンダロータリー平和セ

ンターに到着したフェロー達、彼ら平均４０歳ほどのフ

ェロー達の多くはつらい幼少期を過ごし、私達現代の日

本人には理解に苦しむようなアフリカの環境とその改善

への熱意が記されていました。 

非常に多くの民族から構成される社会での部族間差別、

極度の貧困、法律の欠如、それらを背景とした対立と紛

前 回 例 会 の 記 録  

会 長 の 時 間  



 

争。このような中、何とかこんな世界を改善してゆきた

いと願い立ち上がる若者たち。ロータリー財団からの支

援を受けたこのような平和フェローがアフリカ・ウガン

ダから立ち上がり活動を開始しようとしています。彼ら

の思いがアフリカの地の平和の基礎をつくってゆける事

を願うとともに、オリンピズム・ロータリーの精神を問

わず世界の平和を願っていきたいと思っております。 

以上、会長の時間でした。ご清聴ありがとうございま

す。 

 

 

 
 

  
夫人誕生 青木平七郎君   結婚記念 西松 永根君      

 
 

 

 青木 平七郎 パスト会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
第１回ＩＤＭ報告 
 

日 時：７月３０日(金) 

場 所：西松亭 

テーマ：会員増強 

出席者：リーダー ：岩田 勝美 

     Ｒ研修情報委員：松田 和彦 

     青木、加藤（宗）、佐溝、平松、横山 

荒木            【計８名】 

 

平松 暁仁 

７月３０日（金）西松亭にて、リーダー

岩田勝美さん、研修委員松田さん、そして

出席会員 青木さん、横山さん、佐溝さん、

お 祝 い 行 事  

乾  杯  

増 強 活 動    

委 員 会 報 告  

三十四年間皆出席

岩田 勝美君 

三十二年間皆出席

山下 正弘君 

 

増強グループ① 

リーダー：岩田 勝美 

青木、川崎（哲）、 

佐溝、平松、松田、 

横山 

増強グループ② 

リーダー：西松 永根 

加藤（大）、木寺、栗山 

立川、林（秀）、虫賀 

増強グループ③ 

リーダー：安藤 賢治 

兼松、佐藤、野中 

山下、梁 

増強グループ④ 

リーダー：加藤 宗雄 

荒木、江﨑、川﨑（正） 

林（良）、古川、柳原 

増強グループ⑤ 

リーダー：堀 雅利 

小椋、南谷、森 

毛利、安江 



加藤宗雄さん、私 平松、そして特別枠として、荒木さん

の８名で第１回ＩＤＭが開かれました。 

議題は増強です。 

岩田リーダーが持参された資料の中から、「入会勧誘

は候補者の質を重視し、数のみを追わない。増強は入会

者を増やす増員ではなく、クラブを活性化し、質の高い

会員を維持することであり、それがより良い増強となり、

将来強い日本のロータリーを創る途である。」を読み上

げ始まりました。 

青木さん：最近のロータリー入会者がいて喜ばしいです。

ですが、せっかく入会していただいた会員を

退会させてしまっては意味がない。それには

例会に出席してもらうこと。貴重な時間をさ

いて来ていただける例会を毎回素晴らしいも

のにする必要がある。 

      リーマンショック、今ではコロナショック

を乗り越える等、会社の業績につながるヒン

トが例会にはあります。そして、例会は心が

安らぐ場所にする必要がある。 

岩田さん：業績で退会されることより、人間関係で退会

される事は止めなければならない。皆が全会

員と仲間になろう 

松田さん：例会の席は仲の良い者で固まらない様、SAA

として工夫していきます。 

加藤（宗）さん：皆で新会員のフォローをしてあげるこ

とも大切です。 

そして、岩田リーダーより、「若い人、世代の会員増

強はどうしますか」というテーマで皆に意見を求めまし

た。 

佐溝さん：自身は地域社会貢献の為にロータリーに入会

しました。地域社会貢献の為には仲間が必要

であり、同じ志を持った人間に入会を促して

いきたい。 

荒木さん：なぜ、増強しなければいけないのか考えた所、

個人より団体での活動の方がアピールできる

からであり、自身も増強に力を入れていく。 

横山さん：まず、どんな会でも一言で言うならば「好き

寄り」です。仲間がいるから入るといった事

です。自身も魅力的な人間になります。 

青木さん：利他の心が大切。自身が豊かになりたいと思

うのであれば、周囲を豊かにする様考える心

です。その心こそ超我の奉仕です。日々、利

他の精神を訓練することです。 

最後に岩田リーダーより、 

「若い人が若い人を連れてくるには、今いる若い会員が

ロータリーを知ること。それには研修が必要です。今、

例会後に行っているT.M.S（テンミニッツセミナー）を根

気よくやる。」 

を締めの言葉としまして、第１回ＩＤＭを終えました。 

私自身、出席する事の大切さを今まで以上に感じまし

た。 

 
 

出席委員会 

・本日の出席率  

出席規定会員数 ３２名中 ２５名 ７８．１３％ 

・７月２０日の補填出席率 

出席規定会員数 ２９名中 ２２名 ７５．８６％ 

 

ニコニコＢＯＸ委員会 

◎ニコニコＢＯＸ 

◆堀  雅利君  荒木 義男君  西松 永根君  

栗山 和洋君  佐溝 勝樹君  古川 修司君  

林  秀樹君  佐藤 裕昭君  安藤 賢治君  

毛利 高久君  小椋由美子さん 青木平七郎君  

虫賀 大輔君  森  輝廣君  平松 暁仁君  

川﨑 正一君  野中  学君  柳原 望成君  

林  良典君  兼松 秋生君   

本日は「友愛例会」お祝い行事・増強活動です。 

◆岩田 勝美君 

 本日は増強活動です。皆さんの活発なご意見、期待い

たします。 

◎仕合せ貯金 

 堀  雅利君  西松 永根君  佐溝 勝樹君  

古川 修司君  荒木 義男君  森  輝廣君  

平松 暁仁君  

  

 
 

 

幹 事 報 告（第２５４３回） 

 
●本日例会後、第２回理事役員会を開催。 

●次回例会は８月１０日（日）『プログラム卓話』 

 新会員卓話 佐藤 裕昭君・古川 修司君 

●静岡県熱海市 土石流災害義援金を地区へ送金 

●回覧内容 

 ①ニコニコゴルフ同好会入会申し込み名簿 


